








要約:神経芽腫マススクリーニング(以下マスと略)の効果を明かにするため神経芽腫発生

率を埼玉県で検討した。1981-1985 年に出生した小児(前期コホート、 0 歳人口 345,190、

マス受診率 37.5%、定性法)と、1986-1990 年に出生した小児(後期コホート、 0 歳人口

313.961、受診率 78.3%、定性法または定量法)の 4歳までの累積発生率を比較した。10 万

対の発生率は 0 歳では前期 8.40、後期 16.24 と上昇し(P=0.006)、1-4 歳では前期 5.96.

後期 6.78 と変化がなく(P=0.780)、0-4蔵では前期 14,36、後期 23.02 と上昇した(p=0.010)。

0 歳神経芽腫発生率がマス発見患者の 1 増加により後期では前期より上昇したにかかわら

ず、1-4 歳発生率は低下しなかった。


